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方　　　　針
途上国の主体的取組み（オーナーシップ）の強化

市民社会、他の援助国、国際機関との連携

人材育成

南南協力

研究活動の推進

コミュニティ・レベルでの公衆衛生活動の推進

現在まで（2000～2003年度）の実績 （別添１参照）

支援額：約41億米ドル

一般無償・緊急無償実績：18.54億米ドル（80ヵ国）

草の根人間の安全保障無償・日本NGO支援無償実績：1.76億米ドル（124ヵ国）

有償資金協力：8.29億米ドル（血液供給システム、建設労働者に対するHIV/AIDS教育等）

技術協力： 735人の専門家派遣（70ヵ国）

　　　　　　　 3,088人のボランティア派遣（74ヵ国）

15,278人に研修（146ヵ国）

日米合同プロジェクト形成調査団（ナイジェリア、カンボジア、バングラデシュ、

　　　 ザンビア、タンザニア、ネパール、ボリビア、ホンジュラス）

日加合同プロジェクト形成調査団（マラウィ）

日・ユニセフ合同学習ミッション（バングラデシュ）
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沖縄感染症対策イニシアティブ
HIV/AIDS、結核、マラリア、その他の感染症対策に対する
協力を強化するため、5年間（2000－2004年）で30億ドルを
目途とする支援をG8九州・沖縄サミットの機会に表明



1.     途上国の主体的取組み（オーナーシップ）の強化

保健政策やシステム作り、セクター改革推進のための政策協議や助言

例）感染症対策に関わるマスタープランや国家プログラムの策定・実施を支援（フィリピン、カンボジアなど） 、政策

アドバイザー派遣などによる計画・実施能力の向上（ラオス、アフガニスタンなど）

2.     人材育成

政策担当官／管理者から実務者に至る様々な人材へのトレーニングコースの実施。

例）国家結核対策の管理・運営、HIV/AIDSの血液スクリーニング検査、性感染症とHIV/AIDSの診断、マラ

リア及びその他の寄生虫対策管理・運営等の研修

3.     市民社会、他の援助国及び国際機関との連携

NGOとのパートナーシップ：　約100ヵ国にて日本・現地のNGOの感染症対策事業を援助。（別添２参照）

NGOとの連携：　プロジェクト形成調査団や評価調査団にNGOも参加。国際家族計画連盟（IPPF）内に日本

の拠出による100万ドルのHIV/AIDS日本信託基金を設立し、アフリカ、南アジア、東南アジア、大洋州諸国に

おける草の根レベルでのHIV/AIDS対策に利用。

他ドナーとの連携：　米国との間で「保健分野における日米パートナーシップ」文書を署名し、合同プロジェ

クト形成や現場でのプロジェクト間の連携、人材交流を推進。カナダとの間でも合同プロジェクト形成調査団

をマラウィに派遣。（別添３参照）

国際機関との連携：　ポリオ対策や拡大予防接種事業においてWHOやUNICEFと連携。UNICEFとの間ではバ

ングラデシュに合同学習ミッションを派遣。国連・人間の安全保障基金など国際機関に設置した日本の特別基

金の一部はエイズ対策を含む感染症対策に活用。
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4.     南南協力

日本の支援による研究所におけるトレーニングコースやワークショップ等を通じた近隣諸国の経験や技術の共有。

例）国際寄生虫対策センター（タイ）、野口記念医学研究所（ガーナ）、中央医学研究所（ケニア）、

　　　　　ザンビア大学教育病院（ザンビア）

5. 研究活動の促進

診断及び検査能力の向上のための研究能力の構築、新規あるいは適性技術の開発。

例）中央医学研究所（ケニア）におけるHIV/AIDS血液診断スクリーニング・キットの開発。

　　　　　国立衛生研究所（タイ）におけるHIV/AIDS及び新興・再興感染症の研究体制の整備。

　　　　　野口記念医学研究所（ガーナ）におけるHIV株の分子生物学的・免疫学的研究。

6. 地域レベルでの公衆衛生活動の推進

地域での安全な水供給、トイレ建設などを通じた包括的な感染症予防

学校建設による基礎教育の提供、学校保健を通じた駆虫活動、保健衛生教育

プライマリ・ヘルスケアや地域保健システムの推進を通じた公衆衛生活動の活性化
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5.5. 研究活動の促進研究活動の促進

診断及び検査能力の向上のための研究能力の構築、新規あるいは適性技術の開発。。

例）中央医学研究所（ケニア）における例）中央医学研究所（ケニア）におけるHIV/AIDSHIV/AIDS血液診断スクリーニング・キットの開発。血液診断スクリーニング・キットの開発。

　　　　　国立衛生研究所（タイ）における　　　　　国立衛生研究所（タイ）におけるHIV/AIDSHIV/AIDS及び新興・再興感染症の研究体制の整備。及び新興・再興感染症の研究体制の整備。
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6.6. 地域レベルでの公衆衛生活動の推進地域レベルでの公衆衛生活動の推進

地域での安全な水供給、トイレ建設などを通じた包括的な感染症予防地域での安全な水供給、トイレ建設などを通じた包括的な感染症予防

学校建設による基礎教育の提供、学校保健を通じた駆虫活動、保健衛生教育学校建設による基礎教育の提供、学校保健を通じた駆虫活動、保健衛生教育

プライマリ・ヘルスケアや地域保健システムの推進を通じた公衆衛生活動の活性化プライマリ・ヘルスケアや地域保健システムの推進を通じた公衆衛生活動の活性化

©国際協力銀行(JBIC)



別添 1

タンザニア
感染症対策計画：エイズ検査機
材等の供与（無償資金協力）

太平洋地域（１４ヵ国）
フィラリア対策（機材供与・JOCV）

ラオス
薬剤浸漬蚊帳を用いた総合的
マラリア対策、学校保健を通し
た寄生虫対策（無償資金協力）

中国
貧困地域結核抑制計画
抗結核薬によるDOTS治療
(無償資金協力)

ベトナム
エイズ防止計画
血液検査体制の整備、教育
啓発活動（無償資金協力）

カンボジア
シハヌークヴィル港緊急リハ
ビリ事業（円借款）における
HIV/AIDS対策

グアテマラ
シャーガス病対策
（専門家・JOCV）

セネガル
母子保健強化、マラリア対策
計画（無償資金協力）

エチオピア
小児感染症予防計画
（無償資金協力）

ケニア、ガーナ
第三国研修

メキシコ、ガーナ、エチオピア
等、２４ヵ国
エイズ対策･血液検査特別機
材の供与

ASEAN・アフリカの

エイズ担当者ワークショップ

スリランカ
血液供給システム改善計画
中央血液銀行の建設（円借款）

フィリピン
HIV/AIDS対策プロジェ

クト

フィリピン・カンボジア
結核対策
DOTSシステム強化・拡大

インド、パキスタン
ポリオ撲滅計画
ポリオ・ワクチンの全国
一斉投与（無償資金協力）



べトナム
● ハイズオン結核病院医療機

　　　
材整備計画に約９万ドル

ミャンマー
● デング熱対策緊急医療機材

供与計画に約４．９万ドル

東チモール
●東チモール保健システム

復興事業に約９．８万ドル

草の根・人間の安全保障無償 草の根技術協力
（開発パートナー事業）

日本NGO支援無償
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アフガニスタン
●リーシュマニア・マラリア撲滅プロ

ジェクトに約７．５万ドル

カンボジア
●プノンペン市寄生虫ゼロ・キャン
ペーン支援計画に約１万ドル

ケニア
●カンゲミ地区エイズ総合対策セ

　　　
ンター設立計画に約７．５万ドル

● キタレ・エイズVCTセンター設立
　　

計画に約４．７万ドル

ザンビア
● HIVハイリスクグループ

　啓発活動に約１７．３万ドル

ブルキナ・ファソ
● 第１２回アフリカにおけるエイズ・性

的感染症国際会議本会議開催支援
計画に約２．４万ドル

● 第１２回アフリカにおけるエイズ・性　
　　

的感染症国際会議「若者フォーラム」
　　

開催支援計画に約２．６万ドル

ラオス
●ポリオ等感染症サーベイランス及び
緊急通信用技術移転に約８．１万ドル

南アフリカ
● アルコパネンHIV/AIDS感染

者収容施設建設プロジェクト
支援計画約２．９万ドル

マダガスカル
● ディエゴ市におけるエイズ・性感染症予防・医
　療ケア対策のための支援計画に約５．９万ドル
● シネモーバイルによるエイズ・性感染症対策
　　のための普及支援計画に約９．３万ドル

コートジボワール

●HIV/エイズ施設建設計画　

に約０．６万ドル

タイ
●東北タイHIV/AIDS予防・感染

者支援計画に約１５．５万ドル

パプアニューギニア
●マラリア防圧の総合的研究
協力に約３１．４万ドル

フィジー
● HIV/AIDS啓発活動支援計

画に約２．１万ドル

ハイチ
● ミルバレ市エイズ感染予防教育

　　
活動支援計画に約１．４万ドル

開発福祉支援事業

インド

●らい病患者及び身体障害者のた

　
めのリハビリテーション兼職訓練
センター及び巡回医療車設置計
画に約７．７万ドル

バングラデシュ
●リプロダクティブ・ヘルス地域発展プ
ロジェクトに約３２．３万ドル



日米合同プロジェクト形成調査団
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日・ユニセフ合同学習ミッション日加合同プロジェクト形成調査団

ナイジェリア （２００２年２月）

ＨＩＶ／ＡＩＤＳ、ポリオ撲滅イニシ
アティブ、ワクチンで予防可能
な感染症、マラリア

タンザニア （２００１年１月）

感染症対策、母子保健、リプロ
ダクティブヘルス、保健システム
の質的向上

ザンビア （１９９８年１２月）

ＨＩＶ／ＡＩＤＳ対策、リプロダク
ティブヘルス、子どもの健康、
システム強化

マラウイ（２００２年２月）

ＨＩＶ／ＡＩＤＳ対策、水系感
染症対策、衛生教育

カンボジア （２０００年６月）

ＨＩＶ／ＡＩＤＳ対策、結核対策、
ＨＩＶ・結核重複感染対策、マ
ラリア・寄生虫、母子保健

バングラデシュ（２０００年２月）

ポリオ撲滅、ＥＰＩ、リプロダクティブ
ヘルス、ＨＩＶ／ＡＩＤＳ、微量栄養
素等

バングラデシュ（２００１年１１月）

感染症対策、ヒ素対策、教育、微量栄
養素

ネパール（２００２年７月）

母子保健、HIV/AIDS

ホンジュラス （２００３年４月）

寄生虫対策、リプロダクティブ・
ヘルス等

ボリビア （２００３年４月）

地域保健等
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カンボジア
（１９９９．８－２００４．７）
●結核対策

タイ
（１９９９．３－２００４．２）
●国立衛生研究所機能向上

（２０００．３－２００５．３）

●国際寄生虫対策アジアセンター

ガーナ
（１９９９．１－２００３．１２）
●野口記念医学研究所
感染症対策

HIV/AIDS 寄生虫、マラリア結核 ポリオ・EPI

フィリピン
（２００２．９－２００７．８）
●結核対策向上

ケニア
（２００１．５－２００６．４）
●感染症及び寄生虫研究対策
（中央医学研究所：ＫＥＭＲＩ）

エチオピア
（２００１．４－２００４．４）
●ポリオ対策

イエメン
（１９９９．８－２００４．８）
●結核対策

ネパール
（２０００．９－２００５．９）
●地域の結核及び肺の健康

中国
（２０００．６－２００５．５）
●予防接種事業強化

ザンビア
（２００１．３－２００６．３）
●ＨＩＶ/AIDS及び結核対策

（２００５．４－２００９．３）
●HIV/AIDS地域協力センター


